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■安全上のご注意

取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、

重要な内容を記載しています。以下の注意事項をよくお読みの上、正しくお使いください。

注意事項は危険や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った扱いをすると生じることが想定される内容を次

の定義のように「警告」「注意」の二つに区分しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または

重傷を負う可能性が想定される内容です。

⚫ 必ず本体に記載のある定格電圧の範囲内でご使

用ください。異なる電源で使用すると火災や感電の

原因になります。

⚫ 付属の電源コードは本機専用です。ほかの製品に

使用するとコードの破損や火災、感電の原因になり

ます。

⚫ 使用する電源電圧に応じて適切な電源コードをご

使用ください。火災や感電の原因になります。付属

の電源ケーブルを他の製品に使用しないでください。

⚫ 電源コードの上に重い物をのせたり、熱器具に近づ

けたり、無理に引っ張ったりしないでください。コードが

破損して火災や感電の原因になります。電源コード

が傷んだら(断線や芯線の露出など)、直ちに使用

を中止し販売店に交換をご依頼ください。

⚫ 水が入った容器や金属片などを、機器の上に置か

ないでください。こぼれたり、中に入ったりすると、火

災や感電の原因となります。

⚫ 万一、落としたり筐体を破損した場合は、直ちに使

用を中止し、修理を依頼してください。そのまま使用

すると、火災の原因となります。

⚫ 雷が鳴り出したら、金属部分や電源プラグに触れな

いでください。感電の恐れがあります。

⚫ 煙がでる、異臭がする、水や異物が入った、破損し

た等の異常がある時は、ただちに電源プラグをコンセ

ントから抜き、修理を依頼してください。異常状態の

まま使用すると、火災や感電の原因となります。

⚫ 分解や改造は⾏わないでください。お客様が保守で

きる部品は、内部にはありません。分解や改造は保

証期間内でも保証の対象外となるばかりでなく、火

災や感電、故障の原因となります。

⚫ 本製品は事業用電気工作物のため、一般用電気

工作物に接続して用いることは出来ません。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う

可能性または物的損害が発生する可能性が想定され

る内容です。

⚫ 不安定な場所に設置しないでください。落下による

けがの原因となります。

⚫ 以下のような場所に設置しないでください。

 ・ 直射⽇光の当たる場所 ・ 湿気の多い場所

 ・ 温度の特に⾼い場所、または低い場所

 ・ ほこりの多い場所 ・ 振動の多い場所

⚫ 機器をラックに設置する場合は、必ず専用のラックマ

ウント金具を使用し、重量を支えるために全てのネ

ジをしっかり固定してください。落下すると、けがや器

物を破損する原因となります。

⚫ 配線は、電源コードを抜いてから説明書に従って正

しく⾏ってください。電源コードを差し込んだまま配線

すると、感電する恐れがあります。また、誤配線によ

るショート等は火災の原因となります。

⚫ 機器の移動は、電源プラグをコンセントから抜き、他

の機器との接続を全て外してから⾏ってください。

⚫ ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となります。

⚫ 電源プラグを抜くときに、電源コードを引っ張らない

でください。コードが傷つき火災や感電の原因となり

ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容です。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が発生
する可能性が想定される内容です。

警告

注意

警告 注意



① USBポート

MAIN系統とAUX系統の両方の音声断を受けた場合、USBメモリーに収録された音声に切替える

② MAINソースインジゲーター
PROG or ALARM

③ AUXソースインジゲーター
PROG or ALARM

④ MAINソースセレクター
SOURCEスイッチで切替え、出力しているINPUTの表示
LED ON：INPUT Ach
LED OFF：INPUT Bch

      LED FLASH：USB

⑤ AUTO/MANUAL モード切替え
 LED ON： AUTOモード。ALARMから復帰した時に自動的にMAIN系統に切替える
LED OFF： MANUALモード。ALARMから復帰した時にAUX系統を保持する

 RESTOREスイッチでMAIN系統に切替え
LED FLASH：MANUAL MODEでALARM発生後にMAIN系統が復帰した際にLEDが点滅

⑥ ALARM表示、RESTOREスイッチ
MainソースがALARM発生時に赤く点灯
RESTOREスイッチまたは外部制御ポート2番ピン、またはWebブラウザからの制御によってMAINソース復帰

<フロントパネル>

<リアパネル>

① INPUT A
アナログ入力 Ach （バランス）電源パススルーのため、本線系はINPUT A推奨

② INPUT B
アナログ入力 Bch （バランス or アンバランス）

③ OUTPUT
アナログ出力 (バランス）

① ② ③ ④⑤ ⑥ ⑦ ⑨

⑧

② ③ ④ ⑤ ⑥①Power 
LED

Reset 
Button
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④ レベル設定
サイレントディテクトが動作するスレッショルドレベルの設定 初期設定 Switch 5 -45dBu 

⑤ 動作時間設定
アラーム発生時にAUX系統に切り替わる時間設定 初期設定 Switch 4 10秒

⑥ モード切り替えスイッチ ON↑ OFF ↓
１：ステレオ or モノラル

ON：ステレオモード。左右どちらかのchでALARMが発生すると、AUX系統に切替え
OFF：モノラルモード。両方のchでALARMが発生すると、AUX系統に切替え

２：リモートスタートモード切替えスイッチ
外部制御用ポート9番ピンへの出力方法を切替えます

ON：モーメンタリー（約0.5秒）
OFF：ラッチ

３： Bch入力フォーマット切替え
ON：バランス入力（2/3-1)
OFF：アンバランス入力 (2-1)、8dB レベルアップあり

４： アラーム時の動作設定
ON：アラーム発生時にAUX系統に切替え
OFF：アラーム発生時にAUX系統に切替えない

⑦ 外部制御ポート

Switch 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

Level dBu -60 -57 -54 -51 -48 -45 -42 -39 -36 -33 -30 -27 -24 -21 -18 -15

Switch 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

秒 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 125

Pin No. Signal I/O 動作

Pin1 Digital Ground - -

Pin2 Restore Switch I Pin1とメイクでRestore

Pin3 Mode Indicator O Autoモード時にPin1とメイク

Pin4 Mode Switch I Pin1とメイクでモード切替え

Pin5 Relay 2 Normally Open I/O AUX系統Alarm時にPin13とメイク（ブラウザより変更可）

Pin6 Relay 2 Normally Closed I/O AUX系統Alarm時にPin13とブレイク（ブラウザより変更可）

Pin7 Relay 1 Normally Open I/O Main系統Alarm時にPin15とメイク（ブラウザより変更可）

Pin8 Relay 1 Normally Closed I/O Main系統Alarm時にPin15とブレイク（ブラウザより変更可）

Pin9 Remote Start O 外部単体機器のRemote Start接点出力

Pin10 Source Select Switch I Pin1とメイクでMAIN系統切替え(パルス接点)

Pin11 Source Select Indicator O MAINがA系統の場合にPin1とメイク

Pin12 +5V O 最大電流200mA

Pin13 Relay 2 Common I/O Relay2コモン(Pin5とPin6のコモン)

Pin14 Max Time Whilst Latched I Pin1とメイクで最大動作時間を設定

Pin15 Relay 1 Common I/O Relay1コモン(Pin7とPin８のコモン)

＊最大動作時間は、制御が本体側の場合は125秒
   Webpage側の場合は24時間となります

＊一部英文マニュアルと異なる箇所がありますが、動作には問題有りません
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＊初期設定一覧＊

Pin No. Signal I/O 動作

Pin1 GPI 1 I 機能はブラウザより設定

Pin2 GPI 3 I 機能はブラウザより設定

Pin3 GPI 5 I 機能はブラウザより設定

Pin4 Digital Ground - Ground

Pin5 +5VD Fused -

Pin6 GPI 2 I 機能はブラウザより設定

Pin7 GPI 4 I 機能はブラウザより設定

Pin8 GPI 6 I 機能はブラウザより設定

Pin9 Digital Ground - Ground

⑧ GPIOポート

SOURCE: MAIN A系統

MODE: AUTOモード

レベル設定: Switch 5 / -45dBu
検知時間 : Switch 4 / 10秒
Restore時間:2秒(最短値) 無音検知レベルを上回る音声を検知後、即復帰 
※2秒以上で設定する場合は、WebPage Configuration Level&Timeより任意の時間を設定後、
   PhysicalのConfigurationをPhysicalからWebPageに変更して下さい
   この際に、全ての設定がWebPageになりますのでご注意下さい
（リアパネルのLEVEL, TIME, MODEのSWは無効です）

背面DipSW: 全てON
USB: LOOPモード(曲をループで流し続けます)
        48kHz 16bit
Track Recall: Disable(USBの再生順の頭から再生します)
設定: 本体側が有効

IPアドレス:192.168.0.100
サブネットマスク:255.255.255.0
DHCP:OFF

ブラウザのアドレスバーに上記IPアドレスを入力すると
本体の監視・設定の変更が可能です
※DHCPをONで使用する場合は、Bonjourで接続して下さい

ex＊外部機器の接点を利用して素材切替えをする場合

   Pin10とPin1がメイク(パルス接点)すると、Main系統をAからB(BからA)に切り替える事ができます
   ※USBへの切替接点はありません。音声断のみでの切替えとなります

⑨Ethernetポート

10/100Mbps DHCP/Bonjour対応 (初期出荷状態:DHCP OFF) 
デフォルトIPアドレス 192.168.0.100 サブネットマスク 255.255.255.0
Webブラウザより設定画面に接続。6つのタブから細かい設定が可能。
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○HOME 設定閲覧のための画面
Signal Level:リアルタイムで出力されているMAIN・AUXそれぞれの音声レベル
Silence Level:無音検知レベルの設定値
Alarm Status:フロントパネルLEDの状態(緑→正常 赤→無音)
Signal Output:出力されている音声系統

    Configuration:Physical(本体設定)or Webpage
    Silence Time Override:本体設定時間を越える時間を設定しているか
    Override Time:上記の時間設定

詳細設定をする場合はEthernetポートから本体とPCを接続し、Webページより設定可能
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○DEVICE INFO
   製品の型番・シリアル番号・FirmwareのVersion情報など
○NETWORK INFO
   設定したIP AddressやGatewayなどの情報

○NETWORK SETTINGS 各種設定変更が可能
  ・Host Name
  ・IP Address (デフォルト 192.168.0.100)
  ・Netmask (デフォルト 255.255.255.0)
  ・Gateway (デフォルト 192.168.0.149)
  ・Dynamic Addressing：DHCP or AutoIP の有効無効の切り替え
 

7



Configuration

○Levels&Times
   ・Select Channel：各チャンネルのタブ
   ・Silence Level ：無音検知レベル
   ・Silence Time：無音検知時間
   ・Restore Time：無音から復帰する前の保持時間
   ・Alarm Trap：有効無効の切り替え
   ・Valid Trap：有効無効の切り替え
   ・Line Lebel：InputBの入力素材のみ選択可能。8dBのレベルアップ
   ・Override Time：通常本体で設定している無音検知時間の他に
                            保守や放送休止中の時間帯にAlarmを発報させないようにするために
                            必要な時間を設定する事が可能
                            動作はPin1とPin14をメイクする事でOverride Timeの設定に変わる
                            メイクを外すと通常動作に戻る
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Configuration

○SOURCES
   ・Main Source：メインとして使用する素材の選択
   ・Source Indication：フロントパネルLEDに表示させるインディケーターの素材選択
   ・Restore Mode:Auto or Manual
   ・Auto Lock：Autoモードの時に、強制的にInputAがメインに選択される
   ・Main Follower：有効無効の切り替え
   ・Left Output Trap：有効無効の切り替え
   ・Right Output Trap：有効無効の切り替え
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Configuration

○ALARMS
   ・Channel Mode
   ・Stereo Alarm：片方のチャンネル断でAlarm発報
   ・Mono Alarm：両方のチャンネル断でAlarm発報
   ・Independent Alarms：片方のチャンネル毎で独立して、AUXへ切り替える(Lch音声断→Lch AUXに切替）
     ＊Left →アラームが起きた場合に切り替えるか切り替えないか
     ＊Right →アラームが起きた場合に切り替えるか切り替えないか
   ・Fast Restore：Alarmから復帰する際に最速で復帰させるかどうか
 

○SMNP
   ・Community String：最大20文字
   ・Destination IP 1~3：IPアドレスの入力、有効無効の選択
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Configuration

○USB
   ・USB Audio：有効無効の切り替え
   ・Default Rate：サンプリングレートの切り替え 
   ・Track Recall：有効にするとUSB素材を再生する際に、前回再生した続きから再生される
                         無効にすると毎回必ず最初のトラックから再生される
   ・Playback：一度きりか、連続再生するかの切り替え
   ・Plugged： USBが差さっているかどうかのSNMPトラップの有効無効の切り替え
   ・Unplugged：USBが抜けているかどうかのSNMPトラップの有効無効の切り替え

○USBフォーマットについて

•ファイルシステム

  FAT,FAT32(ｱﾛｹｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄｻｲｽﾞ：4096ﾊﾞｲﾄ)

•音声フォーマット

  .wav 48kHz 16bit (デフォルト)

  .wav 44.1kHz 16bit

  .WAV 44.1kHzをご使用の場合は、WEBブラウザより設定の変更が必要です。

  ※MP3,AIFFなどは未対応ですのでご注意下さい。

  ※USBメモリーのスペックにより、音声が正常に再生されない場合があります。
     初期化したUSBに音声ファイルだけを入れてご使用下さい。

  ※音声ファイルの名前は「半角英数字」で設定して下さい。

     ⽇本語や2バイト文字を使用した場合、再生されない可能性があります。
     例:フィラー音声.wav→filler.wav
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Configuration

○REMOTES
   ・Remote Controls：制御ピン5,7,10,14番をロックするかロックしないかの選択
   ・Source Indication：制御ピン11に表示させるインディケーターの素材選択
   ・Remote Start：制御ピン15番をモーメント(500ms)にするかラッチにするかの選択
   ・Remote Start Trigger：トリガーとなる事象の選択
   ・Relay 1 Engage：Relay1に設定するAlarmの種類の選択(Main Alarm,Aux Alarmなど)
   ・Relay 2 Engage：Relay2に設定するAlarmの種類の選択(Main Alarm,Aux Alarmなど)
   ・Relay Invert State：Active on Alarm/Error →Alarmが起きた時にRelayがメイクする
                                  Active when Normal/No Error →通常状態の時にRelayがメイクする

○GPIO
   ・Select GPIO
   ・Active Level：GPIへのレベルの切り替え
   ・Active Trap：SNMPトラップの有効無効の切り替え
   ・Inactive Trap：SNMPトラップの有効無効の切り替え
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Configuration

○Physical Setting(本体リアパネル設定)
  ・Silence Level：無音検知レベルの表示(初期設定-45dBu)
   ・Silence Time：無音検知時間の表示(初期設定10秒)
   ・Input B Line Level：DipSW3 InputBのモード表示(初期設定 Professional Balanced)
   ・Alarm Mode：DipSW1 ステレオモードかモノモード(初期設定 Stereo)
   ・Remote Start Pin：DipSW2 モーメンタリーかラッチ(初期設定 Momentary)
   ・Audio Switch：Switch to Aux or Switch to Main(初期設定 Switch to Aux)
   ・Configuration：Physical or Webpage(初期設定 Physical)
   ・Front Panel：Unlocked or Locked
   ・Brightness Level：フロントパネルのLED輝度調節(初期設定3)
   ・Power On Auto：有効にした場合、電源投入時にRestore ModeがAutoに変更になり
                             Auto LockモードがONになる(初期設定 Disable)

○UPDATE FIRMWARE
   Sonifexメーカーサイトより、最新のFirmWareを入手する事が可能
   ダウンロードしたFirmWareファイルを選択し、Updateを押す事でインストールする

13



接点切替(Pin5,7,10,14)をモーメンタリーからラッチに切替える方法 (FW1.21以上)

１：RB-SD1IPをインターネットに接続する。(初期IPアドレス:192.168.0.100)
２：Configurationタブの中の、「Physical」をクリックする。
３：Configurationの「Physical」を「WebPage」に変更して、左下のSubmitを押す。

4：Configurationタブの中の、「REMOTES」をクリックする。
5：Remote Controlsの「Unlocked」から「Locked」に変更して、Submitを押す

6：Configurationタブの中の、「Physical」をクリックする。
7：Configurationの「WebPage」を「Physical」に変更して、左下のSubmitを押す。
8：ネットワークを外して、スタンドアローン状態にする。

以上で完了です。
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＜スペック＞

最大入力レベル +28dBu

入力インピーダンス 100kΩバランス(High受け)

最大出力レベル +28dBu

出力インピーダンス 50Ω以下(Low出し)

周波数特性 20Hz ~ 20kHz ±0.1dB

ゲイン Input B アンバラ設定時 +8dB

ノイズレベル -93dB以上 出力レベル+8dBu基準(Input B アンバラ入力)

歪率 0.02%以下

入力コネクター XLR3 メス座 バランス入力(InputB アンバラ設定可)

出力コネクター XLR3 オス座

制御コネクター Dsub15 メス座

USBポート
.wav(PCM 16bit@44.1kHz or 48kHz)オーディオファイル対応

USBフォーマット FATまたはFAT32

Ethernet 10/100 Mbps DHCP/Bonjour

電源 85～264V / 6W

ヒューズ 100-120V/300mA 、 220-240V/100mA 

スレッショルドレベル
-15dB ~ -60dB / 3dB steps(ロータリースイッチから設定)
-0dB～-60dB/3dB steps(ブラウザから設定)

動作時間
2秒 ~ 30秒 / 2秒 steps 最大125秒(ロータリースイッチから設定)
1秒 ~ 24時間(ブラウザから設定)

検知タイプ モノラル or ステレオ 切替式

サイズ 480(W) x 108(D) x 420(H) / 1Uサイズ

重量 2kg

＜ブロック図＞
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●この製品を安全にお使いいただくために、設置･運用には十分な安全対策を⾏ってください。

●商品写真やイラストは、実際の商品と一部異なる場合があります。

●掲載内容は発⾏時のもので、予告なく変更されることがあります。変更により発生したいかなる損害に対しても、弊社は責任を負いかねます。

●記載されている商品名、会社名等は各社の登録商標、または商標です。
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